
Fall ‘22アップデート機能

2022.09.16

【ご注意】本追加機能の内容や日程は予告なく変更になることがございます。
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【管理者向け】はじめにリモートサイトの設定の確認

管理者様向け設定です。
本説明は全てのお客さま環境が対象です。

本設定がされていないと、一部機能が利用できなくなります。
管理者様は必ずご確認ください。
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確認事項

システム管理者でログインします。

①右上歯車アイコンクリック

②メニューの「設定」クリック

③左メニューの検索フォームに
「リモート」と入力します。

④「リモートサイトの設定」クリック

⑤確認する行
○リモートサイト名
「BusinessDBAPI」
「BusinessDBUpadateAPI」
「themeishi」
「themeishi_jinji」

上記4つに
「有効にチェック」が入っているか確認します。

未チェックの場合、左端の「編集」
リンクをクリック

①

②

③

④

⑤
⑥

チェックを入れる場合編集クリック
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有効にチェックを入れる

編集画面で

有効□にチェックを入れて

「保存」ボタンクリック

で完了です。

リモートサイト名
「BusinessDBAPI」
「BusinessDBUpadateAPI」
「themeishi」
「themeishi_jinji」

有効にチェックが入れば完了です。
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Fall '22アップデート機能
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1. オンライン名刺交換に「受け取り機能」を追加
オンライン名刺の受け手が、名刺情報のページ内にあるQRコードを読み取り、自身の名刺をカメラで撮影することで、送り手へ簡単に名刺情報を返信できる機能を追加しました。

2.英語表記対応
Salesforce WebUIおよびiOS/Android OS版専用アプリの英語表記に対応。ユーザごとに表示言語（日本語／英語）を切り替えてご利用いただけます。

3. モバイルデバイス管理 (MDM)「Intune」対応
社員が使用するモバイル端末を制御できるEMS（Enterprise Mobility + Security）の「Microsoft Intune」導入環境に対応しました。
※「Microsoft Intune」は別途契約が必要です。

4. Salesforce暗号化オプション対応
暗号化により不正な外部アクセスによる機密データの漏えいを防止できる、Salesforceの有償暗号化オプション「Shield Platform Encryption」導入環境に対応しました。
※「Shield Platform Encryption」は別途契約が必要です。

5. Salesforce自動連携対象の除外対応
5-1.Salesforce自動連携の対象から除外するユーザを個別に設定（権限セット割り当て）
5-2.非公開名刺はSalesforce自動登録連携の対象から除外

6. Salesforce連携（登録）
名刺情報から「取引先」「取引先責任者」を作成する連携機能をユーザごとに個別に設定可能。
※取引先/取引先責任者：Salesforce標準顧客データベース

7. Salesforce連携（設定）
名刺情報から「取引先責任者」を作成する際の「取引先」選択時に、同名の社名候補に住所情報を紐づけて表示することで判別が可能。

追加機能一覧

今回のアップデートでは、オンライン名刺交換機能の改善と、Salesforceとの連係機能強化を実現しました。
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■オンライン名刺交換の流れ

③【受信者】
受け取ったURLからオンライン
名刺画面を表示できます。
QRコードをスマホで撮影します。

QRコード

①【作成者】
自分の名刺を登録し、オンライン
名刺用のURLを作成します。

②【作成者】
URLを相手にメールなどで
送信します。

オンライン名刺用URL

④【受信者】
名刺撮影画面が表示されます。
カメラで自分の名刺を撮影すると
名刺画像が、オンライン名刺
作成者に送信されます。

オンライン名刺作成者へ

自分の名刺

⑤【作成者】
受け取った名刺画像はOCR処理され、
名刺レコードに追加されます。

交換された
名刺情報

OCR

【オンライン名刺作成者】 【オンライン名刺受信者】

オンライン名刺の受け手が、名刺情報のページ内にあるQRコー
ドを読み取り、自身の名刺をカメラで撮影することで、送り手へ
簡単に名刺情報を返信できる機能を追加しました。

1. オンライン名刺交換に「受け取り機能」を追加



2.英語表記対応

Salesforce WebUIおよびiOS/Android OS版専用アプリの英語表記に対応。
ユーザごとに表示言語（日本語／英語）を切り替えてご利用いただけます。
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日本語表記 英語表記切り替え可



5. Salesforce自動連携対象の除外対応

5-1.Salesforce自動連携の対象から除外するユーザを個別に設定（権限セット割り当て）
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ユーザ

名刺情報 取引先 取引責任者

自動登録

非公開名刺

自動登録不可

権限セット

ユーザごとに自動登録不可設定

5-2.非公開名刺はSalesforce自動登録連携の対象から除外

自動登録不可



6. Salesforce連携（登録）

名刺情報から「取引先」「取引先責任者」を作成する連携機能をユーザごとに個別に設定可能。
※取引先/取引先責任者：Salesforce標準顧客データベース
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リードに登録
権限セット

取引先責任者に登録
権限セット

取引先に登録
権限セット

リードに登録
権限セット

リードに登録
権限セット

取引先責任
者に登録
権限セット

リードに登録
権限セット

取引先責任
者に登録
権限セット

▲Salesforce連携メニュー ▲連携先個別の権限セット
取引先に登録

権限セット

ユーザごとに権限を割り当て
登録メニュー表示を制御

ユーザ 1 ユーザ 3ユーザ 2



7. Salesforce連携（設定）

名刺情報から「取引先責任者」を作成する際の「取引先」選択時に、
同名の社名候補に住所情報を紐づけて表示することで判別が可能。
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社名の下に住所を表記することで
同会社の事業所を判別し選択することができる。



12


